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令和 2年（2020 年）6月版 

※題材ごとの配当時数，主な学習活動，評価規準などは，今後変更になる可能性があります。ご了承ください。 

※「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」の活動内容や時数は考えられる案を示しています。 

学校や地域の実態に応じてご参照ください。 
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 この例は，３学年間を通して，技術を適切に評価・活用していく能力と態度を段階的に身につけることをねら
いとしている。第１学年では，製作品の製作を通して，材料と加工に関する技術の評価・活用について考えさせ
る。第２学年では，生物育成やエネルギー変換に関する技術の評価・活用について考えさせる。第３学年では，
情報に関する技術の評価・活用について考えさせる。内容ごとに，小題材と本題材を置き，それらの技術につい
て段階的に社会的，環境的，経済的側面から比較・検討しようとするとともに，適切な解決策を示すことができ
るようにする。なお，発達段階を踏まえ，第１学年では１つの側面から，第２学年では複数の側面から比較・検
討するといったことも考えられる。 

 

備考 

・現代社会で活用されている多様な技術を４つの内容に整理して学び，「技術」とは何かを考え，技術について

適切に評価・活用できる能力と態度を育成する。 

・Ｃ(2)生物育成の具体的な管理作業については，年間を通して適切な時期に実施することとする。 

指導計画例① 技術の適切な評価・活用に重点を置いた年間指導計画 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

第
１
学
年 

項
目 

Ａ(1) 
ガイダンス 

Ａ(2) 
アイ 
材料と 
加工法 

Ａ(2)アイ 
材料と加工法 
Ａ(3)ア，ウ 
製作品の 
設計・製作 
(花台) 

Ａ(2)アイ 
材料と加工法 
Ａ(3)アイ 
製作品の 
設計・製作 

(マルチラック) 

Ａ(3)ウ 
製作品の設計・製作 
(マルチラック) 

Ａ(2)ウ 

材料と 

加工の 

技術の 

評価・ 

活用 

Ｄ(1)アイウ 
コンピュータと 
情報通信ネット

ワーク 

時数 4 3 5 5 11 2 5 

学
習
内
容 

・技術は夢
をかなえ
るために
ある 

・技術は未
来を創る 

・これから
の学習を
見てみよ
う 

・材料と
加工に
関する
技術 

・材料の
特徴 

 

・材料に適した
加工法 

・製作品を丈夫
にする工夫 

・製作の作業手
順 

・材料に適した
加工法 

・製作品を丈夫
にする工夫 

・製作品の設計 
・製図 
 

・製作の作業手順 
・基礎技能 
・完成した製作品の評価 

・材料と

加工に

関する

技術を

未来に

生かそ

う 

・コンピュータ
の仕組み 

・ディジタル
化，データ量 

・情報通信ネッ
トワークの仕
組み 

・情報セキュリ
ティ技術，情
報の安全な利
用 

第
２
学
年 

項
目 

Ｃ(1)ア 
生物を育てる技

術の特徴 
Ｃ(2) 

生物を育てるた
めの計画と管理 
（リーフレタス） 

Ｃ(2) 
生物を育てるた
めの計画と管理 
（ミニトマト） 

Ｃ(1)イ 

生物育 

成の 

技術の 

評価・ 

活用 

Ｂ(1)アイ 
エネルギーの変換と利

用Ｂ(2) 
製作品の設計・製作 
（防災ライト） 

Ｂ(1)アイ 
エネルギーの変換と利用 

Ｂ(2) 
製作品の設計・製作 

（電気自動車のモデル） 

Ｂ(1)ウ 

エネル 

ギー変 

換技術 

の評価 

・活用 

Ｄ(3) 
プログラ
ムによる
計測・制

御 

時数 5 5 2 7 11 2 3 

学
習
内
容 

・生物を育てる
技術 

・目的とする生
物の育成計画 

 
 
※年間を通して
適切な時期に
実施する。 

・目的とする生
物の育成計画 

・植物・環境を
観察して育成 

・基礎技能 
 
※年間を通して
適切な時期に
実施する。 

・生物育

成に関

する技

術を未

来に生

かそう 

・エネルギー変換 
・電気を作り，供給す
る仕組み 

・電気回路，機器の安
全な使用 

・エネルギー変換を利
用した製作品の設
計・製作 

・工具，回路計の使い
方 

・機械の運動，回転運動，往復運動
の仕組み 

・機械の保守点検 
・エネルギー変換を利用した製作品
の設計・製作 

・工具，回路計の使い方 

・エネル 

ギー変 

換に関 

する技 

術を未 

来に生 

かそう 

・計測・
制御の
仕組み 

・プログ
ラムの
役割 
 

第
３
学
年 

項
目 

Ｄ(3)イ 
プログラムによる 

計測・制御 
（信号機のモデル） 

Ｄ(2) 
ディジタル作品の 

設計・制作 
（プレゼンテーション） 

Ｄ(1)エ 

情報技 

術の評 

価・活 

用 

Ａ(1) 

技術の 

適切な 

評価・ 

活用 

時数 6 7 2 2.5 

学
習
内
容 

・制御プログラム 
・計測・制御プロ
グラム 

・ディジタル作品の特
徴 

・ディジタル作品の設
計・制作 

・情報に 

関する 

技術を 

未来に 

生かそ 

う 

・技術分野 

の学習を 

将来に生 

かそう 

指
導
時
数 

A(1) A B C D 計 

6.5 26 20 12 23 87.5 
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■１年       ＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 

学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動

【7時間】 

指導上の留意点 評価の観点 

1 

～  

4 

 

技術分野のガイダ
ンス 

Ａ
(1) 

・技術の発達によっ
て，生活や産業がど
のように変化してき
たかを調べる。 
【伝統文化】 

・身の回りの技術にど
のような創意・工夫
があるか調べる。 

・技術と環境，持続可
能な未来との関係に
ついて具体例を挙げ
て考える。 

 【環境】 
・製品が誕生するまで
の過程を調べ，製品
がどのような思いで
作られているかを開
発した技術者の話な
どを基に調べ，発表
する。 
【キャリア教育】 

・３学年間の技術の学
習内容を知る。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，身
の回りの技術に込め
られた創意・工夫や
技術の発達，技術者
が製品に込めた思い
などを調べ，まとめ
る。 

 【1時間】 

・教科書を参考に，身
の回りの技術や技術
の発達，技術者，製
品の誕生，技術と環
境などについて調べ
させ関心を高める。 

・３学年間で学ぶ材料
と加工，エネルギー
変換，生物育成，情
報に関する技術につ
いての見通しを持た
せる。 

・技術が人間の生活を
向上させ，我が国に
おける産業の継承と
発展に影響を与えて
いることに気づき，
技術が果たしている
役割に関心を示して
いる。（関） 

・技術が環境問題の原
因と解決に深くかか
わっていることに気
づき，技術の進展と
環境との関係につい
て関心を示している。
（関） 

5 

～  

7 

１
編
１
章 

材
料
と
加
工
法 

編の導入 
 

Ａ
(2) 

・この編で学習する内
容の確認を行う。 

 
 
・身の回りの材料と加
工に関する技術を挙
げる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，身
の回りの製品に使わ
れている材料と加工
に関する技術を調
べ，まとめる。 

 【0.5時間】 

・身近な製品である学
習机を例に，ものづ
くりの工程をまとめ
させる。 

・製品に適した材料と
加工法があることに
ついて調べさせる。 

 

１材料と加工
に関する技
術について
知ろう 

Ａ
(2) 
アイ 

・身の回りの製品を見
て，なぜその材料が
使われているかを考
える。 

・身の回りの製品に使
われている材料と加
工の技術について調
べる。 

・身の回りにある製品
を調べさせ，木材，
金属，プラスチック
などの材料の種類
と，材料が使われて
いる理由を考えさせ
る。 

 

２材料の特徴
を知ろう 

Ａ
(2) 
アイ 

・木材・金属・プラス
チックの特徴を実験
などで調べ，実験結
果を発表する。その
際，環境にやさしい
材料の条件を自分な
りに考える。 
【言語活動】 

・木材・金属・プラス
チックがどのような
製品に利用されてい
るかをまとめる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，木
材・金属・プラスチ
ックの特徴を調べ，
まとめる。 

 【0.5時間】 

・簡単な実験を通し
て，数種類の材料の
特徴を調べさせる。 

 

・木材，金属及びプラ
スチックなどの特徴
と利用方法について
の知識を身に付けて
いる。 
（知） 

8

～

12 

１
編
１
章 

材
料
と
加
工
法 

３材料に適し
た加工法を
知ろう 

Ａ
(2) 
アイ 

・工具や機器を加工法
に応じて分類する。 

・材料と目的に応じた
工具や機器を選択す
る。 

・工具や機器を安全に
使用する方法や技術
室の安全のための決
まりを調べる。 
【安全】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，技
術室にある工具や機
器，作業の安全につ
いて調べ，まとめ
る。 

 【0.5時間】 
 

・技術室にある工具や
機器を調べさせ，加
工法によって選択す
る必要があることを
知らせるとともに，
作業の安全に注意を
促す。 

〔指導時期の変更等〕 
・技術室における安全
指導は，直接指導を
行うことが望ましい
（時期や指導方法に配
慮する）。 

・材料に適した切断，
切削などの方法につ
いての知識を身に付
けている。（知） 
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４製作品を丈
夫にする方
法を知ろう 

 
 

Ａ
(2) 
アイ 

・部品の組み合わせや
接合の方法などを工
夫して製作品を丈夫
にする方法を考え
る。 

 ・製作品を丈夫にする
ための方法について
調べさせる。 

 

8

～

12 

１
編
２
章 

製
作
品
の
設
計
・
製
作 

３作業手順を
考えて製作し
よう 
（花台） 

Ａ
(3) 
ウ 
 

・使用材料ごとのけが
き方と使用工具を調
べる。 

・切り代や削り代を見
込んで，仕上がり寸
法線と切断線をけが
く。 

・使用材料ごとの正確
な切断方法を調べ
る。 

・材料を切断線にした
がって切断する。 

・材料ごとの部品加工
法を調べる。 

・寸法線にしたがって
加工する。 

・加工後，検査・修正
し，仮組み立てをす
る。 

・組み立てをする。組
み立て後の検査と修
正をする。 

・製品の材質や使用目
的に合った仕上げ方
法を調べる。 

・素材や用途に合った
表面処理をする。 

 ・工具や機器の取り扱
いでは，安全な作業
を徹底させる。 

・工具や機器の適切な
使い方ができるよう
にさせる。 

・材料の特徴に応じた
加工法があることを
知らせる。 

・測定具を用いて，仕
上がり寸法を測定し
ながら加工させる。 

・合理的な接合手順を
考えさせる。 

・適切な修正を行わせ
る。 

・さしがねや直角定規
を用いて検査を行わ
せる。 

・素地磨きが仕上がり
に影響することを注
意させる。 

・製作品の使用目的や
使用条件に応じて，
表面処理を行わせ
る。 

〔授業以外の場での学
習を踏まえた指導の
配慮〕 

・製作活動を行う前
に，授業以外の場で
の学習を基に，重要
な事項について再確
認させる。特に，安
全・健康に関する事
項については十分に
指導する。 

〔指導時期の変更等〕 
・製作活動について
は，例えば，次に予
定している「１生活
に役立つ製作品を構
想しよう」「２製作品
の構想をまとめよ
う」における授業以
外の場での学習を先
に行わせるなど，指
導時期や指導方法の
変更を検討する。 

・製作題材の変更を検
討することも考えら
れる。 

・切断，切削などに必
要な工具や機器を正
しい使用方法に基づ
いて適切に操作する
ことができる。（技） 

 

13

～

17 

１
編
２
章 

製
作
品
の
設
計
・
製
作 

１生活に役立
つ製作品を
構想しよう 

( マ ル チ ラ ッ
ク) 

Ａ
(2) 
アイ 
Ａ
(3) 
ア 

・設計の手順を確認す
る。 

・使用目的や使用条件
に即した製作品を構
想する。 

・生活に役立つ製作品
について，使用する
場所や目的を調べ，
まとめる。 

 【0.5時間】 

・設計の手順を確認さ
せる。 

・製作品の機能につい
て，使用する場所や
目的を明確にさせ，
使いやすい形状や寸
法などを検討させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・省資源や使用者の安
全などに配慮して設
計・製作しようとし
ている。（関） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

・製作における製作図
の必要性についての
知識を身に付けてい
る。 
（知） 

・等角図，キャビネッ
ト図及び第三角法な
どの見方やかき方に
ついての知識を身に
付けている。（知） 
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２製作品の構
想をまとめ
よう 

（ マ ル チ ラ ッ
ク） 

Ａ
(2) 
アイ 
Ａ
(3) 
アイ 

・製作品の機能，構
造，材料，加工法な
どを検討し，具体化
する。部品の組み合
わせや接合の方法な
どを工夫して製品を
丈夫にする方法を考
える。 

・構想案を基に構想図
を作成する。 

 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，製
作品の機能や構造な
どを検討し，具体化
する。 
【0.5時間】 

・製作品の構造につい
て，使用時に加わる
荷重を考えさせ，材
料の使い方や組み合
わせ方，接合の仕方
を検討させる。 

・製作品の発想を倫理
観や知的財産の視点
から検討させる。 

・構想図のかき方につ
いては，基礎・基本
を明確にし，短時間
で指導できるように
する。 

・正確な構想図にまと
めさせる。 

・製作品の構想を等角
図，キャビネット図
及び第三角法などで
かき表すことができ
る。 
（技） 

18

～

28 

１
編
２
章 

製
作
品
の
設
計
・
製
作 

３作業手順を
考えて製作
しよう 

（ マ ル チ ラ ッ
ク） 

Ａ
(3) 
ウ 

・構想図を基に部品
表，材料取り図を作
り，材料を準備す
る。 

・製作工程表を作成す
る。 

・使用材料ごとのけが
き方と使用工具を調
べる。 

・切り代や削り代を見
込んで，仕上がり寸
法線と切断線をけが
く。 

・使用材料ごとの正確
な切断方法を調べ
る。 

・材料を切断線にした
がって切断する。 

・材料ごとの部品加工
法を調べる。 

・寸法線にしたがって
図面通りに加工す
る。 

・図面通りにできたか
検査・修正し，仮組
み立てをする。 

・組み立てをする。組
み立て後の検査と修
正をする。 

・製品の材質や使用目
的に合った仕上げ方
法を調べる。 

・素材や用途に合った
塗装や表面処理をす
る。 

  
 
 
 
・製作工程表を作成さ
せ，作業の見通しを
持たせる。 

・能率的な作業手順を
考えさせる。 

・工具や機器の取り扱
いでは，安全な作業
を徹底させる。 

・工具や機器の適切な
使い方ができるよう
にさせる。 

・材料の特徴に応じた
加工法があることを
知らせる。 

・測定具を用いて，仕
上がり寸法を測定し
ながら加工させる。 

・合理的な接合手順を
考えさせる。 

・適切な修正を行わせ
る。 

・さしがねや直角定規
を用いて検査を行わ
せる。 

・素地磨きが仕上がり
に影響することを注
意させる。 

・製作品の使用目的や
使用条件に応じて，
表面処理を行わせ
る。 

〔指導時期の変更等〕 
・製作活動について
は，指導時期や指導
方法の変更を検討す
る。その際，設計・
製作を行う前に「材
料と加工に関する技
術を未来に生かそ
う」の学習を行うこ
とは困難であること
から，先に，「情報に
関する技術」におけ
る授業以外の場での
学習を行わせること
も考えられる。 

・製作題材の変更を検
討することも考えら
れる。 

・製作図を基にして，
材料取り，部品加
工，組み立て・接
合，仕上げができる。
（技） 

４完成した製
作品を評価
しよう 

Ａ
(3) 

・製作品の評価をす
る。 

・次のものづくりの課
題を考える。 
【言語活動】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，製
作品の評価の観点に
沿って，まとめる。 

 【1時間】 

・製作品の評価の観点
を決め，その評価の
観点に基づいて評価
させる。 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 
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29
～

30 

１
編
３
章 

材
料
と
加
工
に
関
す
る
技
術
の
評
価
・
活
用 

１材料と加工
に関する技
術を未来に
生かそう 

Ａ
(2)
ウ 

・材料と加工に関する
技術について，環境
的，経済的，社会的
側面から評価する。  
【環境】 
・材料と加工に関する
技術について，自分
なりの活用方法を考
える。 
【言語活動】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，材
料と加工に関する技
術について，社会
面，環境面，経済面
などから技術の評
価・活用についてま
とめる。 

 【0.5時間】 

・これまでの学習を生
かし，材料と加工に
関する技術について
振り返り，まとめさ
せる。 

・材料と加工に関する
技術のプラス面やマ
イナス面を考えさせ
るなど，自分なりに
技術の評価をさせ
る。 

・これからの生活や社
会を豊かにする未来
の材料と加工の技術
や，現在の材料と加
工の技術の新しい活
用方法などを考えさ
せ，発表させる。 

・材料と加工に関する
技術の課題を進んで
見つけ，社会的，環
境的及び経済的側面
などから比較・検討
しようとするととも
に，適切な解決策を
示そうとしている。
（関） 
・材料と加工に関する
技術の課題を明確に
し，社会的，環境的
及び経済的側面など
から比較・検討しよ
うとするとともに，
適切な解決策を見い
だしている。 
（工） 

・材料と加工に関する
技術が社会や環境に
果たしている役割と
影響について理解し
ている。 
（知） 

31

～

35 

４
編
１
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

編の導入 
 

Ｄ
(1) 

・生活や社会，産業の
さまざまな場面でコ
ンピュータや情報通
信ネットワークが利
用されていることを
まとめる。 

 ・家や学校，工場など
の場面を例示して，
コンピュータと情報
通信ネットワークが
活用されている例を
調べさせる。 

 
 
 

１コンピュー
タの仕組み
を知ろう 

Ｄ
(1)
ア 

・コンピュータを構成
するハードウェアと
ソフトウェアを調べ
る。 

・身の回りにある入力
装置と出力装置を調
べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，コ
ンピュータの仕組み
について調べ，まと
める。 

 【1時間】 

・ハードウェアとソフ
トウェアの役割につ
いて確認させる。 

 
・身の回りにあるコン
ピュータの種類や形
状，機能などについ
て確認させる。 

・コンピュータを構成
する主要な装置と，
基本的な情報処理の
仕組みについての知
識を身に付けている。
（知） 
 

２ディジタル
化について考
えよう 

Ｄ
(1)
ア 

・コンピュータは全て
の情報を数値化して
処理していることを
調べる。 

・情報のディジタル化
の方法を調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，情
報のディジタル化に
ついて調べ，まとめ
る。 
【0.5時間】 

・アナログとディジタ
ルの違いについて調
べさせる。 

 
・文字のディジタル化を

例にディジタル化の方
法を確認させる。 

・情報をコンピュータ
で利用するために必
要なディジタル化の
方法についての知識
を身に付けている。
（知） 
 

３データ量に
ついて考えよ
う 

Ｄ
(1)
ア 

・画像をディジタル化
する方法やデータ量
との関係について調
べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，画
像をディジタル化す
る方法やデータ量に
ついて調べ，まとめ
る。 
【0.5時間】 

・画像のディジタル化
を例に，ディジタル
化とデータ量につい
て確認させる。 

 

４情報通信ネ
ットワークの
仕組みを知ろ
う 

Ｄ
(1)
イ 

・情報通信ネットワー
クの基本的な構成を
調べる。 

・情報機器を識別する
工夫や情報を伝える
工夫を調べる。  

 ・インターネットを例
に，情報通信ネット
ワークでの情報のや
りとりを確認させ
る。 

・ルータゲームなどの
活動を通して，ルー
タの仕組みやIPアド
レス，TCP/IPなどの
仕組みを確認させ
る。 

・インターネットなど
の情報通信ネットワ
ークの構成と，安全
に情報を利用するた
めの基本的な仕組み
についての知識を身
に付けている。（知） 

 

５情報セキュ
リティ技術を
知ろう 

Ｄ
(1) 
イウ 

・情報通信ネットワー
クの危険性を調べ
る。 

 
・安全・安心に情報シ
ステムを利用するた
めの対策を知る。 
【安全】 

 ・情報セキュリティに
関するトラブルの例
から，危険性につい
て確認させる。 

・身の回りにあるコン
ピュータや携帯電話
などでのセキュリテ
ィ対策を調べさせ
る。 

 



 6 

６情報を安全
に利用しよう 

Ｄ
(1)
ウ 

・情報技術の特性につ
いて考え，情報が社
会に与える影響につ
いて調べる。 

・望ましい情報社会の
ための態度について
考える。 
【情報モラル】 

 ・インターネットのプ
ラス面，マイナス面
について考えさせ，
マイナス面への対策
として，どのような
仕組みや態度が必要
かを考えさせる。 

・情報機器やディジタ
ル化された情報の持
つプラス面，マイナ
ス面について考えさ
せ，マイナス面への
対策として，どのよ
うな仕組みや態度が
必要かを考えさせ
る。 

・知的財産権の必要性
を伝え，知的な創造
活動や発明のために
も，必要な権利であ
ることを考えさせ
る。 

・情報社会において適
切に活動しようとし
ている。（関） 

・情報に関する技術の
利用場面に応じて，
適正に活動している。
（工） 
・著作権や，情報発信
に伴って発生する可
能性のある問題と，
発信者としての責任
についての知識を身
に付けている。（知） 
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■２年       ＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 

学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動

【7～8.5 時間】 

指導上の留意点 評価の観点 

1

～

5 

３
編
１
章 

生
物
を
育
て
る
技
術
の
特
徴 

編の導入 
 

Ｃ(1) ・身の回りの生物を育
てる技術 の例を調
べ，生物を育てる技
術の目的を考える。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，生
物を育てる技術につ
いて調べ，まとめ
る。 
【0.2時間】 

・身の回りにある生物
を育てる技術の例と
その目的について調
べさせる。 

・光，大気，温度，
水，土，他の生物な
どのいろいろな環境
要因が生物の成長に
与える影響について
の知識を身に付けて
いる。（知） 

・生物の育成に適する
条件と，育成環境を
管理する方法につい
ての知識を身に付け
ている。（知） 

１生物を育て
る技術につ
いて知ろう 

Ｃ(1)
ア 

・生物を育てる技術と
は何か調べる。 

・身近な作物などを例
示して，生物が健康
に育つための技術を
調べさせる。 

２植物を育て
る技術を知
ろう 

Ｃ(1)
ア 

・植物を健康に育てる
ための技 術を調べ
る。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，植
物を健康に育てるた
めの技術について調
べ，まとめる。 
【0.2時間】 

・植物を育てるための
環境を整える技術や
成長を管理する技術
について 調べさせ
る。 

３動物を育て
る技術を知
ろう 

Ｃ(1)
ア 

・家畜としての動物の
利用方法を調べる。 

・動物を健康に育てる
ための技 術を調べ
る。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，植
物を健康に育てるた
めの技術について調
べ，まとめる。 
【0.2時間】 

・動物を育てるための
環境を整える技術や
成長を管理する技術
について調べさせ，
植物との違いに気づ
かせる。 

４水産生物を
育てる技術
を知ろう 

Ｃ(1)
ア 

・水産生物を安定的に
供給するための技術
を調べる。 

・水産生物を健康に育
てるための技術を調
べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，植
物を健康に育てるた
めの技術について調
べ，まとめる。 
【0.2時間】 

・水産生物を育てるた
めの環境を整える技
術や成長を管理する
技術について調べさ
せ，植物や動物との
違いに気づかせる。 

３
編
２
章 

生
物
を
育
て
る
た
め
の
計
画
と
管
理 

１生物の育成
計画を立て
よう  

（リーフレタ
ス） 

Ｃ(2) ・生物を育てる目的を
考え，生物の成長に
合わせた育成計画を
立てる。 

 
 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，生
物の成長に合わせた
育成計画を作成す
る。 

 【0.2時間】 
 

・自分が育てる生物に
適した育成計画表を
作成させる。 

・目的とする作物の栽
培に必要な条件や管
理作業を 調べさせ
る。 

〔指導時期の変更等〕 
・スプラウトなど，家
庭で育てることので
きる作物に変更する
ことも考えられる。 

・環境に対する負荷の軽
減や安全に配慮して栽
培する方法を検討しよ
うとしている。（関） 

・目的とする生物の育
成に必要な条件を明
確にし，社会的，環
境的及び経済的側面
などから，種類，資
材，育成期間などを
比較 ・検討した上
で，目的とする生物
の成長に適した管理
作業などを決定して
いる。（工） 

２植物や環境
を観察して
育成しよう 

（リーフレタ
ス） 

Ｃ(2) ・植物の成長の様子な
どを適切 に観察す
る。 

・植物の成長の状態に
合わせて適切な管理
作業を行う。 

リーフレタスの場合
は，以下の管理作業が
考えられる。 
○リーフレタスの栽培
に適した栽培環境を
養液とスポンジで作
る。 

○種まきをする。 
○温度，水，酸素の発
芽条件を保って管理
する。 

○定植をする。 
○養液の管理をする。 
○病害虫防除をする。 
 【環境】【倫理観】 
○育成したリーフレタ
スを収穫する。 

・スプラウトなど，家
庭で育てることので
きる作物に変更した
場合，この活動は，
授業以外の場での学
習として実施する。
【1.5時間】 
 

 
 
 
 
 
 
※年間を通して適切な
時期に実施する。 

○リーフレタスがよく
育つために必要な条
件をまとめさせる。 

○養液と性質を理解さ
せ，目的とする生物
に適した栽培環境作
りを行わせ，栽培さ
せる。 

○収穫量を増やすこと
や希望する時期に収
穫できるように品種
を選択し管理作業を
行わせる。 

 

・成長の変化をとら
え，育成する生物に
応じて適切に対応を
工夫している。（工） 

・育成する生物の各成
長段階における肥料
や飼料の給与量や方
法をはじめとした管
理作業，及びそれに
必要な資材，用具，
設備などについての
知識を身に付けてい
る。（知） 

・育成する動植物に発
生しやすい主な病気
や害虫等に侵されに
くい育成方法や，で
きるだけ薬品の使用
量を少なくした防除
方法についての知識
を身に付けている。
（知） 
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1
～

5 

３
編
２
章 

生
物
を
育
て
る
た
め
の
計
画
と
管
理 

２植物や環境
を観察して
育成しよう 

（リーフレタ
ス） 

Ｃ(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・育成記録レポートを
まとめる。 
【言語活動】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教科書やワークシー
トなどを用いて，育
成記録をレポートに
まとめる。 

 【0.5時間】 

○育成計画を倫理観
（病害虫の駆除や予防
のために農薬を使用
したかどうかの表示
や消費者に対する安
全や環境への負担の
配慮）や知的財産の
視点からまとめさせ
る。 

○リーフレタスの栽培
は年間の適切な時期
に実施するため，１
時間を通して管理作
業を行う のではな
く，例えば，授業時
間の中で15分以内な
どと決めておき，残
り時間は育成記録を
つけさせ，その後は
新しい生物育成の技
術について紹介し，
環境や効率の視点で
考えさせる。 

・育成記録をつけさ
せ，レポートにまと
めさせる。 

・計画に基づき，適切
な資材や用具を用い
て，合理的な管理作
業ができる。（技） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

6

～

10 

３
編
２
章 

生
物
を
育
て
る
た
め
の
計
画
と
管
理 

１生物の育成
計画を立て
よう（ミニ
トマト） 

Ｃ(2) ・生物を育てる目的を
考え，生物の成長に
合わせた育成計画を
立てる。 

 
 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，生
物の成長に合わせた
育成計画を作成す
る。 

 【0.5時間】 
 

・自分が育てる生物に
適した育成計画表を
作成させる。 

・目的とする作物の栽
培に必要な条件や管
理作業を 調べさせ
る。 

 
 
 

・環境に対する負荷の
軽減や安全に配慮し
て栽培する方法を検
討しようとしている。
（関） 
・目的とする生物の育
成に必要な条件を明
確にし，社会的，環
境的及び経済的側面
などから，種類，資
材，育成期間などを
比較 ・検討した上
で，目的とする生物
の成長に適した管理
作業などを決定して
いる。（工） 

２植物や環境
を観察して
育成しよう 

（ ミ ニ ト マ
ト） 

Ｃ(2) ・植物の成長の様子な
どを適切 に観察す
る。 

・植物の成長の状態に
合わせて適切な管理
作業を行う。 

ミニトマトの場合は，
以下の管理作業が考え
られる。 
○ミニトマトの栽培に
適した栽培環境を養
液とスポ ンジで作
る。 

○種まきをする。 
○温度，水，酸素の発
芽条件を保って管理
する。 

○定植，誘引，摘芯を
する。 

○養液の管理をする。 
○病害虫防除をする。 
 【環境】【倫理観】 
○育成したミニトマト
を収穫する。 

 
 

  
 
 
 
 
 
※年間を通して適切な
時期に実施する。 

○ミニトマトがよく育
つために必要な条件
をまとめさせる。 

○養液の性質を理解さ
せ，目的とする生物
に適した栽培環境作
りを行わせ，栽培さ
せる。 

○収穫量を増やすこと
や希望する時期に収
穫できるように品種
を選択し管理作業を
行わせる。 

〔授業以外の場での学
習を踏まえた指導の
配慮〕 

・栽培活動を行う前
に，授業以外の場で
の学習を基に，重要
な事項について再確
認させる。特に，安
全・健康に関する事
項については十分に
指導する。 

・成長の変化をとら
え，育成する生物に
応じて適切に対応を
工夫している。（工） 

・育成する生物の各成
長段階における肥料
や飼料の給与量や方
法をはじめとした管
理作業，及びそれに
必要な資材，用具，
設備などについての
知識を身に付けてい
る。（知） 

・育成する動植物に発
生しやすい主な病気
や害虫等に侵されに
くい育成方法や，で
きるだけ薬品の使用
量を少なくした防除
方法についての知識
を身に付けている。
（知） 
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6
～

10 

３
編
２
章 

生
物
を
育
て
る
た
め
の
計
画
と
管
理 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・育成記録レポートを
まとめる。 
【言語活動】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教科書やワークシー
トなどを用いて，育
成記録をレポートに
まとめる。 

 【0.5時間】 

○育成計画を倫理観
（病害虫の駆除や予防
のために農薬を使用
したかどうかの表示
や消費者に対する安
全や環境への負担の
配慮）や知的財産の
視点からまとめさせ
る。 

○ミニトマトの栽培は
年間の適切な時期に
実施するため，１時
間を通して管理作業
を行うのではなく，
例えば，授業時間の
中で15分以内等と決
めておき，残り時間
は育成記録をつけさ
せ，その後は新しい
生物育成の技術につ
いて紹介し，環境や
効率の視点で考えさ
せる。 

・育成記録をつけさ
せ，レポートにまと
めさせる。 

〔指導時期の変更等〕 
・栽培活動について
は，指導時期や育成
する作物の変更も検
討する。その際，栽
培を行う前に「生物
育成に関する技術を
未来に生かそう」の
学習を行うことは困
難であることから，
先に，「エネルギー変
換に関する技術」に
おける授業以外の場
での学習を行わせる
ことも考えられる。 

・加えて，栽培活動に
ついて，1時間をかけ
て作業を行う必要が
ない場合は，「生物育
成に関する技術」と
「エネルギー変換に関
する技術」を並行し
て履修させ，栽培活
動とエネルギー変換
の製作活動を同時期
に行うようにするこ
とも考えられる。 

・計画に基づき，適切
な資材や用具を用い
て，合理的な管理作
業ができる。（技） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

11

～

12 

３
編
３
章 

生
物
育
成
に
関
す
る
技
術
の
評
価
・
活
用 

１生物育成に
関する技術
を未来に生
かそう 

Ｃ(1)
イ 

・生物育成に関する技
術につい て，環境
的，経済的，社会的
側面から評価する。  
【環境】 
・生物育成に関する技
術について，自分な
りの活用方法を考え
る。 
【倫理観】 
【言語活動】 

 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，生
物育成に関する技術
について，社会面，
環境面，経済面など
から技術の評価・活
用についてまとめ
る。 
【0.5時間】 

・これまでの学習を生
かし，生物育成に関
する技術について振
り返り，まとめさせ
る。 

・生物育成に関する技
術のプラス面やマイ
ナス面を考えさせる
など，自分なりに技
術の評価をさせる。 

・これからの生活や社
会を豊かにする未来
の生物育成に関する
技術や，現在の生物
育成に関する技術の
新しい活用方法など
を考えさせ，発表さ
せる。 

・生物育成に関する技
術の課題を進んで見
つけ，社会的，環境
的及び経済的側面な
どから比較・検討し
よう とするととも
に，適切な解決策を
示そうとしている。
（関） 
・生物育成に関する技
術の 課題を明確に
し，社会的，環境的
及び経済的側面など
から比較・検討しよ
うとするとともに，
適切な解決策を見い
だしている。（工） 

・生物育成に関する技
術が社会や環境に果
たしている役割と影
響について理解して
いる。（知） 
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13
～

19 

２
編
１
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
と
利
用 

編の導入 
 

Ｂ(1) ・身の回りの機器に利
用されているエネル
ギー変換の例をまと
める。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，エ
ネルギー変換の技術
の例やエネルギー変
換効率について調
べ，まとめる。 
【0.2時間】 

・生活，社会，産業の
場面の中でエネルギ
ー変換の例について
調べさせる。 

・社会で利用されてい
る機器等における，
エネルギーの変換，
制御，利用について
の知識を身に付けて
いる。（知） 

・機器の構造や電気回
路，各部の働きにつ
いての知識を身に付
けている。（知） 

・機器の点検すべき箇
所を見つけ，保守点
検と事故の防止がで
きる。（技） 

・漏電，感電，過熱及
び短絡による事故を
防止できる。（技） 

・機器の定期点検の必
要性についての知識
を身に付けている。
（知） 
・電気機器の定格表示
や安全に関する表示
の意味及び許容電流
の遵守等，適切な使
用方法についての知
識を身に付けている。
（知） 
 

１エネルギー
変換につい
て知ろう 

Ｂ(1)
ア 

・エネルギー変換につ
いて調べる。 

・エネルギー変換効率
について調べる。 

・化学エネルギーや電
気エネルギーを利用
してエネルギー変換
をしている例を調べ
させる。 

・エネルギー損失に気
づかせながら，機器
のエネルギー変換効
率について調べさせ
る。 

２電気を作る
仕組みを知
ろう 

Ｂ(1)
ア 

・さまざまな発電方式
の特徴と課題につい
て調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，発
電方法の特徴と課題
について調べ，まと
める。 

 【0.2時間】 

・さまざまな発電方式
のエネルギー変換効
率や発電の仕組み，
特徴や二酸化炭素排
出量，課題と発電に
かかる費用などにつ
いて調べさせる。 

３電気を供給
する仕組み
を知ろう 

Ｂ(1)
ア 

・電源の種類と特徴を
調べる。 

・送電の方法を調べ
る。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，電
源の種類と特徴，送
電の方法を調べ，ま
とめる。 

 【0.2時間】 

・コンセントや電池を
例に，電源の種類を
調べさせる。 

・発電所からの送電・
配電の仕組みについ
て調べさせる。 

４電気回路に
ついて考え
よう 

Ｂ(1) 
アイ 

・電気エネルギーを利
用する仕組みを調べ
る。 

・電気エネルギーを，
光，運動，熱などの
エネルギーに変換す
る仕組みを調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，身
の回りの電気回路に
ついて調べ，回路図
をかく。 

 【0.2時間】 

・身の回りにある電気
機器を調べさせ，電
気エネルギーを利用
する仕組みをまとめ
させる。 

・身の回りの機器の回
路を調べさせ，回路
図をかかせる。 

５電気機器を
安全に使用
しよう 

 

Ｂ(1)
イ 

・電気による事故の原
因を調べ，防止する
方法を調べる。 
【安全】 

・機器の異常や不ぐあ
いの状況 を説明す
る。 
【安全】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，電
気機器を安全に利用
する方法について調
べ，まとめる。 

 【0.2時間】 

・電気機器の構造や安
全に関する表示を観
察して，その意味を
調べさせ，適切な使
用方法についてまと
めさせる。 

・電気による事故を防
ぐ方法を具体的にま
とめさせる。 

・感電，漏電について
ふれ，安全に使用す
るための心構えを考
えさせる。 
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13
～

19 

２
編
２
章 

製
作
品
の
設
計
・
製
作 

１エネルギー
変換を利用
した製作品
を作ろう 

（ 防 災 ラ イ
ト） 

Ｂ(2) ・製作品の設計や製作
の手順に沿って，設
計要素を検討し，エ
ネルギー変換を利用
した製作品の設計を
する。 

・部品を適切に調整し
ながら組み立て，製
作品を製作する。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，エ
ネルギー変換を利用
した製作品の構想を
まとめる。 

 【0.5時間】 

・設計手順を確認さ
せ，設計要素を検討
させる。 

・安全な暮らしのため
に役立つ製品を考え
させる。 

・省エネルギーなどに
配慮して設計・製作
をしようとさせる。 

・適切な工具の使い方
をさせ，組み立て，
調整，点検を行わせ
る。 

〔授業以外の場での学
習を踏まえた指導の
配慮〕 

・製作活動を行う前
に，授業以外の場で
の学習を基に，重要
な事項について再確
認させる。特に，安
全・健康に関する事
項については十分に
指導する。 

〔指導時期の変更等〕 
・製作活動について
は，例えば，次に予
定している「６機械
の運動を伝える仕組
みを知ろう」におけ
る授業以外の場での
学習を先に行わせる
など，指導時期や指
導方法の変更を検討
する。 

・製作題材の変更を検
討することも考えら
れる。 

・省エネルギーや使用
者の安全などに配慮
して設計・製作しよ
うとしている。（関） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

・製作品の使用目的や
使用 条件を明確に
し，社会的，環境的
及び経済的側面など
から 設計要素を比
較・検討した上で，
製作品に適したエネ
ルギーの変換方法や
力の伝達の仕組み，
構造や電気回路など
を 決 定 し て い る 。
（工） 
・設計に基づき，安全
を踏まえた製作品の
組み立て・調整や，
電気回路の配線がで
きる。 
（技） 

・組み立てや調整に必
要な工具や機器の適
切な使用方法につい
ての知識を身に付け
ている。（知） 

20

～

30 

２
編
１
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
と
利
用 

６機械の運動
を伝える仕
組みを知ろ
う 

Ｂ(1)
ア 

・機械の運動を伝える
仕組みを調べる。 

・機械に共通に使われ
ている部 品を調べ
る。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，機
械の運動を伝える仕
組みや共通部品につ
いて調べ，まとめ
る。 

 【0.2時間】 

・自転車や身の回りの
機器などに使用され
ている運動を伝える
仕組みや部品を調べ
させる。 

・力や運動を伝達する
仕組みの特徴や共通
部品についての知識
を身に付けている。
（知） 

７回転運動を
伝える仕組
みを知ろう 

Ｂ(1)
ア 

・回転運動を伝える仕
組みの特徴と用途を
調べる。 

・回転速度と回転力の
関係を調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，回
転運動を伝える仕組
みについて調べ，ま
とめる。 

 【0.2時間】 

・自転車を例に，回転
運動を伝える仕組み
を調べ，回転速度と
回転力の関係につい
てまとめさせる。 

８往復運動の
仕組みを知
ろう 

Ｂ(1)
ア 

・往復運動を伝えるリ
ンク装置やカム装置
の仕組みを調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，往
復運動の仕組みにつ
いて調べ，まとめ
る。 
【0.2時間】 

・自転車や身の回りの
機器などに使われて
いる往復運動を伝え
るためのリンク装置
やカム装置の仕組み
と利用例を調べさせ
る。 

 
 
 
 
 

９機械の保守
点検をしよ
う 

Ｂ(1)
イ 

・機械を安全に利用す
るために保守点検が
必要であることを調
べる。 
【安全】 

・身近な機械の保守点
検をする。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，機
械の保守点検の大切
さについてまとめ
る。 
【0.4時間】 

・保守点検の必要性に
ついて，自動車や飛
行機，自転車の点検
などの例から気づか
せる。 

・機器の点検すべき箇
所を見つけ，保守点
検と事故の防止がで
きる。（技） 

・機器の定期点検の必
要性についての知識
を身に付けている。
（知） 
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20
～

30 

２
編
２
章 

製
作
品
の
設
計
・
製
作 

１エネルギー
変換を利用
した製作品
を作ろう 

（電気自動車
のモデル） 

Ｂ(2) 
 

・製作品の設計や製作
の手順に沿って，設
計要素を検討し，エ
ネルギー変換を利用
した製作品の設計を
する。 

・部品を適切に調整し
ながら組み立て，製
作品を製作する。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，エ
ネルギー変換を利用
した製作品の構想を
まとめる。 

 【0.5時間】 

・設計手順を確認さ
せ，設計要素を検討
させる。 

・安全な暮らしのため
に役立つ製品を考え
させる。 

・省エネルギーなどに
配慮して設計・製作
をしようとさせる。 

・製作品の調整や，電
気回路の配線及び回
路計などを用いた点
検をさせる。 

・適切な工具の使い方
をさせ，組み立て，
調整，点検を行わせ
る。 

〔授業以外の場での学
習を踏まえた指導の
配慮〕 

・製作活動を行う前
に，授業以外の場で
の学習を基に，重要
な事項について再確
認させる。特に，安
全・健康に関する事
項については十分に
指導する。 

〔指導時期の変更等〕 
・製作活動について
は，指導時期や指導
方法の変更を検討す
る。その際，設計・
製作を行う前に「エ
ネルギー変換に関す
る技術を未来に生か
そう」の学習を行う
ことは困難であるこ
とから，先に，「情報
に関する技術」にお
ける授業以外の場で
の学習を行わせるこ
とも考えられる。 

・製作題材の変更を検
討することも考えら
れる。 

・省エネルギーや使用
者の安全などに配慮
して設計・製作しよ
うとしている。（関） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

・製作品の使用目的や
使用 条件を明確に
し，社会的，環境的
及び経済的側面など
から 設計要素を比
較・検討した上で，
製作品に適したエネ
ルギーの変換方法や
力の伝達の仕組み，
構造や電気回路など
を 決 定 し て い る 。
（工） 
・設計に基づき，安全
を踏まえた製作品の
組み立て・調整や，
電気回路の配線及び
回路計などを用いた
点検ができる。（技） 

・組み立てや調整に必
要な工具や機器の適
切な使用方法につい
ての知識を身に付け
ている。（知） 

31

～

32 

２
編
３
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
関
す
る
技
術
の
評
価
・
活
用 

１エネルギー
変換に関す
る技術を未
来に生かそ
う 

Ｂ(1)
ウ 

・エネルギー変換に関
する技術について，
環境的，経済的，社
会的側面から評価す
る。 
【環境】 

・エネルギー変換に関
する技術について，
自分なりの活用方法
を考える。 
【倫理観】 
【言語活動】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，エ
ネルギー変換に関す
る技術について，社
会面，環境面，経済
面などから技術の評
価・活用についてま
とめる。 
【0.5時間】 

・これまでの学習を生
かし，エネルギー変
換に関する技術につ
いて振り返り，まと
めさせる。 

・エネルギー変換に関
する技術のプラス面
やマイナス面を考え
させるなど，自分な
りに技術の評価をさ
せる。 

・現在のエネルギー消
費量の傾向や課題，
将来の発電方式など
を考慮させる。 

・これからの生活や社
会を豊かにする未来
のエネルギー変換に
関する技術や，現在
のエネルギー変換に
関する技術の新しい
活用方法などを考え
させ，発表させる。 

 
 
 
 
 

・エネルギー変換に関
する技術の課題を進
んで 見つけ，社会
的，環境的及び経済
的側 面などから比
較・検討しようとす
るとともに，適切な
解決策を示そうとし
ている。（関） 

・エネルギー変換に関
する技術の課題を明
確にし，社会的，環
境的及び経済的側面
などから比較・検討
するとともに，適切
な解決策を見いだし
ている。（工） 

・エネルギー変換に関
する技術が社会や環
境に果たしている役
割と影響について理
解している。（知） 
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33
～

35 

４
編
３
章 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
測
・
制
御 

章の導入 
（自動化の技

術） 
 

Ｄ(3) ・身の回りにある電気
製品などについて，
自動的に仕事をする
例を調べる。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，自
動化の技術や計測・
制御システムの基本
的な構成について調
べ，まとめる。 
【0.5時間】 

・身の回りにある自動
化の技術について，
家，社会，産業の場
面などから具体的に
調べさせる。 

 
 
 

１計測・制御
の仕組みを
知ろう 

Ｄ(3)
ア 

・計測・制御システム
の基本的な構成と情
報の流れを調べる。 

・計測・制御システム
におけるコンピュー
タの役割を調べる。  

・計測・制御システム
には，コンピュータ
のほかに，センサ，
仕事を行う部分，イ
ンタフェースが必要
なことを知らせる。 

・計測・制御システム
における構成や，そ
の中でのプログラム
による情報の処理に
ついての知識を身に
付けている。（知） 

・計測・制御システム
におけるインタフェ
ースの必要性につい
ての知識を身に付け
ている。（知） 

 

２プログラム
の役割につ
いて考えよ
う 

Ｄ(3)
イ 

・プログラムやプログ
ラム言語とは何かを
調べる。 

・プログラムを作るた
めの基本的な情報処
理の手順を考える。 

 ・自動販売機などの身
の回りにある機器を
例に，情報処理の手
順を考えさせる。 

・利用者への影響など
を考え，プログラム
を作成しようとして
いる。 
（関） 

・情報処理の手順につ
いての知識を身に付
けている。（知） 
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■３年       ＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 

学校の授業以外の場にお
いて行うことが考えられ

る教材・学習活動 
【3.5～7 時間】 

指導上の留意点 評価の観点 

1

～

6 

４
編
３
章 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
測
・
制
御 

３制御プログ
ラムを作ろ
う 

（信号機のモ
デル） 

Ｄ(3)
イ 

・順次処理のプログラ
ムを作成する。 

・反復処理のプログラ
ムを作成したり，プ
ログラムの評価・修
正をした りする。 
【言語活動】 

・教科書やワークシート
などを用いて，自動化
の技術や計測・制御シ
ステムの基本的な構成
について調べ，まとめ
る。 
【0.5時間】 

・信号機を例に，制御
の目的をはっきりさ
せ，課題解決の方法
について見通しを持
たせる。 

・フローチャートを用
いて必要となる情報
処理の手順（順次処
理，反復処理）を考
えさせる。 

・プログラム作成ソフ
トウェアを使ってプ
ログラムを作成させ
る。 

・実際に動作させた結
果を踏まえ，より効
率的・確実な動作を
するようにプログラ
ムの改良・実行を繰
り返し行わせ，課題
解決を図らせる。 

・利用者への影響など
を考え，プログラム
を作成しようとして
いる。 
（関） 
・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。（関） 

 

４計測・制御
プログラム
を作ろう 

（信号機のモ
デル) 

Ｄ(3)
イ 

・分岐処理のプログラ
ムを作成する。 
【言語活動】 

・身の回りの計測・制
御システムについて
調べる。 
【言語活動】 

・Webサイトでの計測・
制御プログラムのシミ
ュレーションなどを利
用する場合，この活動
は，授業以外の場での
学習として実施する。 
【3.5時間】 

 

・信号機を例に，計
測・制御の目的をは
っきりさせ，課題解
決の方法について見
通しを持たせる。 

・フローチャートを用
いて必要となる情報
処理の手順（分岐処
理）を考えさせる。 

・プログラム作成ソフ
トウェアを使ってプ
ログラムを作成させ
る。 

・実際に動作させた結
果を踏まえ，より効
率的・確実な動作を
するようにプログラ
ムの改良・実行を繰
り返し行わせ，課題
解決を図らせる。 

・身の回りの機器を例
示して，点順を確認
させながら，作成者
の意志を 考えさせ
る。 

〔指導時期の変更等〕 
・制作題材の変更を検
討することも考えら
れる。その際，Webサ
イトでの計測・制御
プログラムのシミュ
レーションなどを利
用して授業以外の場
での学習とすること
も考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・計測・制御の目的や
条件を明確にし，社
会的，環境的および
経済 的側面などか
ら，情報処理の手順
を変更した場合の効
果を比較・検討した
上で，計測・制御に
適した情報処理の手
順を決定している。
（工） 
・設計に基づき，簡単
なプログラムを作成
できる。（技） 

・情報処理の手順につ
いての知識を身に付
けている。（知） 



 15 

7
～

13 

４
編
２
章 

デ
ィ
ジ
タ
ル
作
品
の
設
計
・
制
作 

章の導入 
（社会の中で
のディジタ
ル作品作り
） 

Ｄ(2) ・ディジタル作品を制
作する制作者の思い
を確認する。 

・教科書やワークシート
などを用いて，ディジ
タル作品とは何かを調
べ，まとめる。 
【0.5時間】 

・ディジタル作品の利
用者に対して，どの
ようなことを配慮し
て制作しているか気
づかせる。 

・利用者が安心して利
用で きる作品を設
計・制作しようとし
ている。（関） 

・新しい発想を生み出
し活用しようとして
いる。 

（関） 

１ディジタル
作品の特徴
を考えよう 

Ｄ(2)
ア 

・ディジタル作品とは
何かを調べる。 

・ディジタル作品を構
成する表現手段の特
徴を調べる。 

 
プレゼンテーションを
制作する場合は，プレ
ゼンテーションを調べ
させる。 

 ・ディジタル作品を例
示しながら，表現手
段の特徴とユニバー
サルデザインなどの
表現手段の工夫につ
いて考えさせる。 

○先輩の作品例を見せ
る。 

○プレゼンテーション
の特徴や機能につい
て調べさせる。 

 

・ディジタル作品の使
用目的や使用条件を
明確にし，社会的，
環境的及び経済的側
面などから，表現手
段の素材の特徴と利
用方法や，適切なソ
フトウェアなどを比
較・ 検討したうえ
で，作品に適した表
現手段の種類やディ
ジタル化の方法や複
合する方法などを決
定している。（工） 

２ディジタル
作 品 を 設
計・制作し
よう 

（プレゼンテ
ーション） 

Ｄ(2) ・ディジタル作品の制
作手順を調べる。 

・ディジタル作品を設
計し，制作する。 
【情報モラル】 

 ＜制作手順＞ 
制作品の構想 
制作品の設計 
素材の準備・加工 
素材の統合 
制作品の評価・修正 
制作品の発表・発信 
【言語活動】 

・作品発表会 
【言語活動】 

 
 
プレゼンテーションを
制作する場合は，プレ
ゼンテーション作成ソ
フトウェアを使用す
る。 
 
 

・教科書やワークシート
などを用いて，ディジ
タル作品の構想，制作
工程表をまとめる。 

 【1時間】 

・制作手順を考えさ
せ，目的に応じた必
要な素材を準備させ
る。 

・制作工程表を作成さ
せ，効率的な作業が
できるよ うにさせ
る。 

・文字，図，静止画，
動画，音声などの挿
入，背景の設定，保
存の仕方などを確認
する。 

・著作権や個人情報の
扱いなど情報モラル
の重要性を考えなが
ら作業させる。 

・作品発表会を行い，
友達からのアドバイ
スを生かし，制作品
を修正させる。その
際，相互評価カード
などを利用する。 

○文字，図，静止画，
動画，音声などの配
置や表現の方法など
を考えさせる。 

○プレゼンテーション
作成ソフトウェアの
機能を生かし，創意
工夫しながら制作す
るようにさせる。 

〔指導時期の変更等〕 
・制作題材の変更を検
討することも考えら
れる。 

・表現手段の素材の特
徴と利用方法や，適
切なソフトウェアを
選択し，多様な表現
手段を複合する方法
についての知識を身
に付けている。（知） 

・設計に基づき，適切
なソフトウェアを用
いて多様な表現手段
を複合し，表現や発
信ができる。（技） 
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14
～

15 

４
編
４
章 

情
報
に
関
す
る
技
術
の
評
価
・
活
用 

１情報に関す
る技術を未
来に生かそ
う 

Ｄ(1)
エ 

・情報に関する技術に
ついて，環境的，経
済的，社会的側面か
ら評価する。 
【環境】 

・情報に関する技術に
ついて，自分なりの
活用方法を考える。 
【倫理観】 
【言語活動】 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，情
報に関する技術につ
いて，社会面，環境
面，経済面などから
技術の評価・活用に
ついてまとめる。 
【0.5時間】 

・これまでの学習を生
かし，情報に関する
技術について振り返
り，まとめさせる。 

・情報に関する技術の
プラス面やマイナス
面を考え させるな
ど，自分なりに技術
の評価をさせる。 

・これからの生活や社
会を豊かにする未来
の情報に関する技術
や，現在の情報に関
する技術の新しい活
用方法などを考えさ
せ，発表させる。 

・情報に関する技術の
課題 を進んで見つ
け，社会的，環境的
及び経済的側面など
から比較・検討しよ
うとするとともに，
適切な解決策を示そ
うとしている。（関） 

・情報に関する技術の
課題を明確にし，社
会的，環境的及び経
済的側面などから比
較・検討しようとす
るとともに，適切な
解決策を見いだして
いる。（工） 

・情報に関する技術が社
会や環境に果たしてい
る役割と影響について
理解している。（知） 

16 

～  

18 

 

技術分野の学習を
将来に生かそう 
（技術の評価・活
用） 

Ａ(1) ・３学年間の技術の学
習内容を振り返り，
身の回り や社会に
は，どのような技術
があるかを考える。 
また，その技術を作
りだす技術者の想い
について考える。 

・技術と人や社会や環
境などとの関係につ
いて具体例を挙げて
考える。 

 【環境】【倫理観】 
・技術の発達によっ
て，生活や産業がど
のように変化してき
たかを調べる。 

 【伝統文化】 
・10年後，100年後の未
来を予測する。 

・教科書やワークシー
トなどを用いて，3
学年間の技術分野の
学習内容を振り返
り，将来に向けて自
分なりの技術の活用
方法について考え，
まとめる。 
【1時間】 

・教科書を参考に，身
の回りの技術や技術
の発達，技術者，製
品の誕生，技術と環
境などについて調べ
させ関心を高めさせ
る。 

・３学年間で学んだ材
料と加工，エネルギ
ー変換，生物育成，
情報に関する技術に
ついて思 いださせ
る。また，将来に向
けて自分なりの技術
の活用方法を考えさ
せ，10年後，100年後
の未来像とともに発
表させる。 

 

・技術が人間の生活を
向上させ，我が国に
おける産業の継承と
発展に影響を与えて
いることに気づき，
技術が果たしている
役割に関心を示して
いる。（関） 

・技術が環境問題の原
因と解決に深くかか
わっていることに気
づき，技術の進展と
環境との関係につい
て関心を示している。
（関） 

 


